


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































越に游び、古事今情、茫として一も暁る無く 畧友人より一二を探知して、情景を抒写せり 工拙を計 に暇あらざ なり〕
」との序があり、 次に「国
















































































































































































































































































































































































県立文書館の松平文庫に保管されている。作者名は明記されていないが、富田 自身であろうと見 る。 『一乗紀行』の中で この小旅行の総括となる作品が、 鷗波の「一乗観瀑歌」と王治本の「一乗観瀑行、賦示
　
鷗波先生」である。本稿では後者を取り上げよう




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































天魔ケ池にはいろんなエピソードが伝えられている。天正十一年（一五八三）四月、羽柴秀吉が 田勝家を攻めて北の庄を包囲したとき秀吉は足羽山（愛宕山）に登ってここに本陣を置き、天魔ケ池の横で指揮していたという。 （中略）明治十五年（一八八二）に福井へやってきた中国（清国）の王治本が天魔ケ池をみてつくった詩が残って る。
として、上記の詩を引用し、さらに、




















































































 『春濤詩鈔』 （文会堂、 四十五年）巻十五にも「
園将游北越、 齎留別詩来祖、









れぞれ作り、第三、 四、 五、 六句をそれぞれ「鳥語都成離別曲、山光尽入紀游篇。南船北馬頻為客、鴻爪雪泥信有縁」に作る。15 さねとうけいしゅう「王治本の日本漫遊」 （同氏『近代日中交渉史話』 ）二〇二、 二〇三頁。
16 陳元贇の事跡につ ては小松原濤『陳元贇の研究』 （雄山閣、一九七二年）等の先行研究があり、 その作品の調査には［明］陳元贇著、 衷爾鉅輯注『陳元贇集』 （遼寧人民出版社、一九九四年）が有用である。17 前川幸雄「 「野鷗松谷先生遺艸」研究――その閑適の世界―― 、 『敦賀論叢
　
敦賀女子短期大学紀要』第四号、一九八九年。後に前川幸雄『鯖江の
漢詩集の研究（論考編） 』 （以文会友書屋、二〇一二年）に収録。18 福田源三郎編輯兼発行『越前人物志』中巻（玉雪堂、 四十三年）八二一頁。19 富田婉編輯兼発行『還読斎遺稿』 、一九一三年。20 この作品を含め、 『還読斎遺稿』 上記七首のすべてが 後述する 『一乗紀行』に掲載されている。21 三国訪問は翌十六年、越中、能登、加賀の訪問を終えた後に実行される。その際の作品は次稿で取り上げる予定。22 この作品は『還読斎遺 』七十六丁では題がやや異なり ま 第二句の「元」を「心」に作る。23 
『福井新聞』 マイクロフィルムのこの部分は、 判読しがたい文字が多いため、詳しい内容は不明。24 なお、つ でながら、八月八日の『福井新聞』には「千慮の一失は智者猶免れず羽山五嶽楼にハこ 程より清人黍
ママ王園と云へる墨客を止宿させなが
ら三日ごとに届の出つへき成規に戻 其届のかたを怠りしを以て昨日違警罪条に照し科料三十銭申し付けられし」などという記事もある。25 河津祐一編纂並発行『琴廼舎家集』 、一九三五年。26 河津祐一編纂並発行『琴廼舎家集』 。27 なお、この後「これを作ったのは支那人だな 詩はあんまり上手と 思わ
― 35 ―
れないが、支那人らしい詠み方だ――と思うと、 （下略） 」と続く。以上、中里介山『大菩薩峠』第十巻（筑摩書房、一九九六年）に拠る。28 『還読斎遺稿』七十三丁。
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